
（別紙３）

～ 2025年　12月　31日

（対象者数） 44 （回答者数） 15

～ 2025年　12月　31日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・新任職員の紹介機会（対面・紙面など）
・活動内容の“見える化”強化（何をしているか分からないという
声あり）
・徹底した時間管理（ルール決め）
・職務に応じた役割の明確化と連携による時間の効率化
・保護者面談がしやすい空間作りや、他スペースの２名利用

2

・「先生による差を感じる」→ 支援方針の統一強化、実践的な
研修や定期的なケース共有の実施
・「何をしているか分からない」→ 目的・ねらいの可視化
・固定化が良い子への柔軟対応
・自己表現の自由度拡大（作品の選択性、個別選択制）
・きらり側からの支援提案を増やす（教材研究開発）
・対人不安・思春期支援の強化
・自立（働く力）を想定した支援の実施
・職員全体と話せる機会の設計

3

・他職員との接点増加（児発管以外との接点が少ないという声）
・保護者会参加率向上策
・情報伝達ツールの整理
・イベント参加機会の周知

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・情報発信の一元化（情報格差を防ぐ）
・「これは自己負担が発生します」明確表記
・要望受付の入口を明文化

2

・チェックリスト運用
・管理責任の明確化
・保護者参加型防災訓練
・訓練参加機会の案内
・定期的な理解度確認チェック

3

・会議参加の役割分担（協議会への参加）
・他デイや他事業との情報共有、連携を深める
・医療連携の見える化
・年休や休憩の取得しやすい人員配置（曜日毎、職務毎）
・通所計画等をふまえた体制想定
・支援以外の業務の効率化を図る（アナログ業務の見直し）

（情報伝達・説明の明確さ）
・利用料表記の誤解
・HPやSNSの閲覧率が低く、情報が周知されていない
・活動内容が「分からない」という声
・やんわり要望が拾われない

・情報媒体が分散（HP・LINE・インスタ・会報・口頭）
・説明が口頭依存
・要望受付窓口が明文化されていない

（書類・個人情報管理、非常時対応の理解度）
・書類の渡し間違い
・二重チェック体制が徹底されていない
・「分からない」という保護者回答あり
・訓練参加経験がない家庭もある

・業務の時間的余裕不足
・最終確認者の明確化不足
・文書配布中心
・体験型説明が少ない

（外部連携の弱さ、体制整備・業務効率化）
・医療連携は該当児童がいないが体制明確でない
・地域自立支援協議会参加が限定的
・支援業務に時間を割くため、他業務の時間確保が難しい
・休憩や年休を取得しやすくする

・内部支援の充実が優先され外部発信が弱い
・担当者依存
・人員配置（曜日毎、職務毎）と通所計画の見通し
・アナログ業務の割合が高い

（適切な支援の提供）
・丁寧なヒアリング
・複数専門職視点での計画作成
・個別支援の質の高さ
・イベント・自己表現機会の豊富さ
・成⾧実感の声多数
・「きらりが生活の一番の楽しみ」という声

・スモールステップ支援
・来所時インタビュー
・個別＋集団のバランス
・ケース会議
・就労移行支援の連携

（関係機関や保護者との連携）
・送迎時の丁寧な伝達、定期面談、LINEの活用
・ペアレントトレーニング、親の会開催
・就労支援連携
・地域イベント（マルシェ等）
・「親も変わった」「家族も救われた」という声

・タイマー管理で伝達時間確保
・WISC提案など専門的支援
・きょうだい支援
・教育相談対応

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

（環境・体制整備）
・専門性のある職員への安心感
・出迎えやカウンセリングによる心理的安心感
・ICT環境の整備

・支援内容に応じた空間の使い分け
・非常勤含めた柔軟な配置
・パネルタッチ・PC導入
・カウンセリングの実施
・個別・集団支援の役割分担

○事業所名 放課後等児童デイサービスきらり

○保護者評価実施期間 2025年　12月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2025年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表
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①
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２

 
３
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ペ
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の
活
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狭
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。
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狭
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。
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。
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０
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０
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き
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希
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れ
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憩
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。
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憩
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。
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憩
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。
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適
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。
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収
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。
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等
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情
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護

者
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力
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０
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営
規

程
、支

援
の
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等

に
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保
護

者
か

らの
子

育
て

の
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に
対

す
る
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切
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援

を
行
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い
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か
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０

 
 

 

 ㉝
 

保
護

者
の

会
の

活
動

を
支

援
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た
り、保

護
者

会
等

を
開

催
す

る
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よ
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保
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士
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携
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支
援
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る
か

 

６
 
０

 
０
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子
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や
保

護
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苦
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に
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い
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応

の
 

体
制
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整
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す
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保
護

者
に

 
周

知
し
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が
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った
場

合
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適
切
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対
応

して
い

る
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１

 
０

 
 

 

 ㉟
 

定
期

的
に

会
報
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発
行

し
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動
概

要
や

行
 

事
予

定
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絡
体

制
等

の
情
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子
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や
保

護
者

に
対

し
て

発
信
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い

る
か

 

６
 
０

 
０

 
 

 

㊱
 

個
人

情
報

に
十

分
注

意
し

て
い

る
か

 
６

 
０

 
０

 
 

 

㊲
 

事
業

所
の

行
事

に
地

域
住

民
を

招
待

す
る

等
地

 
域

に
開

か
れ

た
事

業
運

営
を

図
って

い
る

か
 

６
 
０

 
０

 
 

 

  非
 

常
 

時
 

等
 

の
 

対
 

応
  ㊳

 
緊

急
時

対
応

マ
ニ

ュア
ル

、防
犯

マ
ニ

ュア
ル

、感
 

染
症

対
応

マ
ニ

ュア
ル

を
策

定
し

、職
員

や
保

護
 

者
に

周
知

して
い

る
か

 

６
 
０

 
０

 
 

 

㊴
 

非
常

災
害

の
発

生
に

備
え

、定
期

的
に

避
難

、救
 

出
そ

の
他

必
要

な
訓

練
を

行
って

い
る

か
 

６
 
０

 
０

 
 

 

㊵
 

虐
待

を
防

止
す

る
た

め
、職

員
の

研
修

機
会

を
確

 
保

す
る

等
、適

切
な

対
応

を
して

い
る

か
 

５
 
０

 
０

 
 

 

 
㊶

 
どの

よ
うな

場
合

に
や

む
を

得
ず

身
体

拘
束

を
行

う
か

に
つ

い
て

、組
織

的
に

決
定

し
、子

ども
や

保
護

者
に

事
前

に
十

分
に

説
明

し
了

解
を

得
た

うえ
で

、 
放

課
後

等
児

童
デ

イ
サ

ー
ビス

計
画

に
記

載
し

て
い

る
か

 

５
 
０

 
０

 
 

 



  

 

   
チ

ェック
項

目
 

は
い

 
どち

ら
とも

 

い
え

な
い

 
い

い
え

 
ご

意
見

 
対

応
（

対
策

）
 

  環
 

境
 

・ 体
 

制
 

整
 

備
 

 ①
 

子
ども

の
活

動
等

の
ス

ペ
ー

ス
が

十
分

に
確

保
され

 
て

い
る

か
 

９
 

２
 

０
 

 
 

②
 

職
員

の
配

置
数

や
専

門
性

は
適

切
で

あ
る

か
 

９
 

２
 

０
 

 
 

 ③
 

PC
や

教
具

な
どの

事
業

所
の

設
備

等
は

、支
援

の
 

体
制

の
た

め
の

十
分

な
配

慮
が

され
て

い
る

か
 

１
０

 
１

 
０

 
 

 

 
 

 
④

 
個

別
の

支
援

や
グ

ル
ー

プ
支

援
の

た
め

の
職

員
の

配
 

置
や

役
割

分
担

は
適

切
に

な
され

て
い

る
か

 
 

１
０

 
１

 
０

 
 

 

  適
 

切
 

な
 

支
 

援
 

の
 

提
 

供
 

 ⑤
 

子
ども

と保
護

者
の

ニ
ー

ズ
や

課
題

が
客

観
的

に
分

 
析

され
た

上
で

、放
課

後
等

デ
イ

サ
ー

ビス
計

画
が

 
作

成
され

て
い

る
か

 
１

１
 
０

 
０

 
 

 

 
 

 
⑥

 
個

々
の

課
題

に
即

し
た

課
題

や
支

援
が

な
され

て
い

る
か

 
１

１
 
０

 
０

 
 

 

⑦
 

活
動

プ
ログ

ラム
が

固
定

化
しな

い
よ

う工
夫

され
 

て
い

る
か

 
１

１
 
０

 
０

 
 

 

 ⑧
 

対
外

的
な

交
流

や
イベ

ン
ト等

に
よ

り、子
供

た
ち

の
交

流
や

自
己

表
現

の
機

会
が

あ
る

か
 

９
 

２
 

０
 

 
 

    

 ⑨
 

支
援

の
内

容
、利

用
者

負
担

等
に

つ
い

て
丁

寧
な

 
説

明
が

な
され

た
か

 
１

１
 
０

 
０

 
・

半
年

に
１

回
の

懇
談

で
色

ん
な

事
が

相
談

で
き

て

嬉
し

い
で

す
。

 
 

 

保
護

者
用

  放
課

後
等

デ
イサ

ー
ビス

き
らり自

己
評

価
表

（
2025

年
度

）
 



         保
 

護
 

者
 

へ
 

の
 

説
 

明
 

等
  ⑩

 
日

頃
か

ら子
ども

の
状

況
を

保
護

者
と伝

え
合

い
、 

子
ども

の
発

達
の

状
況

や
課

題
に

つ
い

て
共

通
理

 
解

が
で

き
て

い
る

か
 

１
１

 
０

 
０

 
・

中
々

参
加

は
で

き
ま

せ
ん

が
、

保
護

者
同

士
の

ツ

ー
ル

が
あ

る
の

は
強

い
で

す
。

 
 

 ⑪
 

保
護

者
に

対
して

面
談

や
、子

育
て

に
関

す
る

助
言

等
の

支
援

が
行

わ
れ

て
い

る
か

 
１

１
 
０

 
０

 
 

 

 ⑫
 

保
護

者
の

会
の

活
動

の
支

援
や

、保
護

者
会

等
の

 開
催

等
に

よ
り保

護
者

同
士

の
連

携
が

支
援

され
て

い
る

か
 

７
 

３
 

０
 

 
 

 ⑬
 

子
ども

や
保

護
者

か
らの

苦
情

に
つ

い
て

、対
応

の
 

体
制

を
整

備
す

る
ととも

に
、子

ども
や

保
護

者
に

 
周

知
・説

明
し、苦

情
が

あ
った

場
合

に
迅

速
か

つ
 

適
切

に
対

応
して

い
る

か
 

８
 

１
 

０
 

 
 

 ⑭
 

子
ども

や
保

護
者

との
意

思
の

疎
通

や
情

報
伝

達
 

の
た

め
の

配
慮

が
な

され
て

い
る

か
 

１
０

 
０

 
０

 
 

 

 
 ⑮
 

子
育

て
の

支
援

に
な

る
様

々
な

情
報

や
工

夫
な

ど
を

適
宜

紹
介

して
い

る
か

 
９

 
１

 
０

 
 

 

 ⑯
 

定
期

的
に

会
報

や
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
、活

動
概

要
や

行
事

予
定

、連
絡

体
制

等
の

情
報

や
業

務
 に

関
す

る
自

己
評

価
の

結
果

を
子

ども
や

保
護

者
に

対
して

発
信

して
い

る
か

 

８
 

２
 

０
 

・
写

真
入

り
の

お
便

り
を

見
て

楽
し

ん
で

い
ま

す
。

 
・

も
う

少
し

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
な

ど
に

活
動

の
様

子

が
ア

ッ
プ

さ
れ

た
ら

い
い

な
と

思
い

ま
す

。
 

・
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

の
定

期
的

な
情

報
発

信
に

加
え

、
引

き
続

き
会

報

等
で

活
動

の
様

子
を

お
伝

え
い

た
し

ま
す

。
 

⑰
 

個
人

情
報

に
十

分
注

意
し

て
い

る
か

 
１

０
 
０

 
０

 
 

 

 非
 

常
 

時
   ⑱

 
緊

急
時

対
応

マ
ニ

ュア
ル

、防
犯

マ
ニ

ュア
ル

、感
 

染
症

対
応

マ
ニ

ュア
ル

を
策

定
し

、保
護

者
に

周
 

知
・説

明
され

て
い

る
か

 

１
０

 
０

 
０

 
 

 



の
 

対
 

応
 

 ⑲
 

非
常

災
害

の
発

生
に

備
え

、定
期

的
に

避
難

、救
 

出
、そ

の
他

必
要

な
訓

練
が

行
わ

れ
て

い
る

か
 

８
 

１
 

０
 

 
 

満  足  度 

度 

   ⑳
 

 子
ども

は
通

所
を

楽
しみ

に
し

て
い

る
か

 
９

 
１

 
０

 
・

本
人

は
行

事
を

楽
し

み
に

し
て

ま
す

。
 

 

 ㉑
 

事
業

所
の

支
援

に
満

足
し

て
い

る
か

 

９
 

１
 

０
 

 
 

何
か

あ
れ

ば
自

由
に

お
書

き
くだ

さい
。 

・い
つ

も
お

話
を

き
い

て
も

らい
、困

りご
とに

も
対

応
して

くだ
さり、どの

先
生

も
笑

顔
で

接
して

下
さり、あ

りが
た

い
で

す
。い

ろ
い

ろ
行

事
も

して
くだ

さり助
か

って
い

ま
す

。 
・い

つ
も

子
ども

の
た

め
に

色
々

な
対

応
を

あ
りが

とうご
ざ

い
ま

す
。 

 


